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【森町議会４月第２回会議】
 条例・補正予算・財産の取得について審議 2Ｐ

【森町議会６月会議】
 条例・補正予算・財産の取得・工事請負契約の締結・意見書等について審議
 町政のココが聞きたい６議員が一般質問 3Ｐ

【森町議会6月第２回会議】
 補正予算・財産の無償譲渡・工事請負契約の締結について審議 12Ｐ
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令和6年
第1回森町議会４月第２回会議

条　　例
◆森町税条例の一部を改正する条例制定について
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、同条例の一部を改正するものです。

原案

可決

補　　正
◆令和6年度森町一般会計補正予算（第１号）
歳入歳出に17,217千円を追加し、予算総額を11,985,328千円とするものです。

原案

可決

4月第2回会議が、4月30日
に行われました。決まった主
なものは次のとおりです。

承　　認
◆専決処分した事件の承認
森町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例制定
過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第24条の地方税の課税免除又は不均一課税に伴う
措置が適用される場合等を定める省令の一部改正に伴い、同条例の一部を改正するものです。

承認

●水産系副産物肥料製造作業委託料 900万円
　アルプス処理水海洋放出に伴う風評被害より森漁協の養殖ホヤが輸出されず、堆肥化することと
なったため、処理の過程で排出される排水の処理手数料と堆肥化処理するための委託料
●地域経済対策事業（プレミアム商品券販売事業）補助金 419万7千円
　建設商品券を申込者全員が購入していただくための補助金を増額計上

《主な事業》

その他
◆財産の取得について
　75インチ電子黒板（昇降スタンド付き）　62台
契約者：㈱シマザキ　　契約金額：15,486,900円

原案

可決

　教師用指導書（小学校前期用）　一式（追認）
契約者：㈲マルイゲタ　　契約金額：22,372,020円　　契約日：令和２年４月１日

原案

可決

　ゼータエース（有機凝集剤）　予定数量144，200㎏（追認）
契約者：クリタ・ケミカル北海道㈱　　予定年間総額：6,344,800円　　契約日：令和２年４月１日

原案

可決

　ゼータエース（有機凝集剤）　予定数量123，600㎏（追認）
契約者：クリタ北海道㈱　　予定年間総額：6,798,000円　　契約日：令和４年４月１日

原案

可決

地方自治法第96条第１項第８号及び森町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関
する条例第３条第１項の規定に基づき、予定価格が累積総額700万円を超える財産については、本
来、議会の議決を経て取得すべきところ、議会の議決を経ずに取得していたため、４月第2回会議に
おいて議案として提出され、追認の議決を得ようとしたものです。

～追認議案について～

　次亜塩素酸ナトリウム　予定数量109，200㎏（追認）
契約者：小柳協同㈱　　予定年間総額：7,207.200円　　契約日：令和５年７月１８日

原案

可決

　水酸化ナトリウム　予定数量132，080㎏（追認）
契約者：大和産業㈱　　予定年間総額：5,811,520円　　契約日：令和５年７月１８日

原案

可決

＜＜＜令和6年第1回森町議会4月第2回会議において反対のあった議案はありませんでした。＞＞＞

令和6年
第1回森町議会

6月会議が、6月4日に行われました。
決まった主なものは次のとおりです。６月会議

報　　告
◆専決処分した事件の報告
各会計予算における事務事業の執行精査により増減補正をしたものです。

令和５年度森町一般会計補正予算（第１２号）
令和５年度森町国民健康保険特別会計補正予算（第６号）
令和５年度森町後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）
令和５年度森町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）
令和５年度森町介護サービス事業特別会計補正予算（第５号）
令和５年度森町港湾整備事業特別会計補正予算（第１号）
令和５年度森町ホタテ未利用資源リサイクル事業特別会計補正予算（第３号）
令和５年度森町国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号）
令和５年度森町一般会計継続費精算報告について 
令和５年度森町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について
令和５年度森町介護サービス事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について
令和５年度森町公共下水道事業会計予算繰越計算書の報告について

　メタノール　予定数量40,500㎏（追認）
契約者：小柳協同㈱　　予定年間総額：5,568,750円　　契約日：令和５年７月１８日

原案

可決
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補　　正
◆令和6年度各会計補正予算

一般会計補正予算（第２号） 1億7,889万円 121億6,421万8千円 原案可決
会計別 補正額 総額 議決の内容

国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
後期高齢者医療特別会計予算（第1号）
介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
介護サービス事業特別会計補正予算（第1号）

▲617万9千円
6千円

584万7千円
78万8千円

23億8,777万1千円
2億9,479万円

22億1,063万3千円
2億7,333万4千円

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

会計別 補正額 総額 議決の内容

条　　例
◆森町水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例及び森町国民健康
保険病院事業設置条例の一部を改正する条例制定について

意見書
○令和６年度北海道最低賃金改正等に関する意見書 （賛成12反対0）
○地方財政の充実・強化に関する意見書 （賛成12反対0）
○義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1/2への復元、「30人以下学級」など教
　育予算確保・拡充と就学保障の実現に向けた意見書 （賛成12反対0）
○道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改定版）を見直しすべての子ども
　にゆたかな学びを保障する高校教育を求める意見書 （賛成12反対0）
○刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書 （賛成10反対2）
○ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を
　求める意見書 （賛成12反対0）

地方自治法の一部改正に伴い、各条例の引用条文に条ずれが生じることから所要の
改正を行うものです。

原案

可決

●定額減税調整給付金事業 2,740万円
　デフレ完全脱却のための総合経済対策を踏まえ実施される定額減税において、定額減税しきれな
いと見込まれる納税義務者に対し差額分を給付することで、支援することを目的とするものです。
●森町電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業 4,062万円
　デフレ完全脱却のための総合経済対策を踏まえ、物価高騰等に直面し、家計への影響が大きい
低所得者世帯及び低所得者の子育て世帯に対して、緊急支援することを目的とするものです。
●台中彰化県彰化市友好交流協定調印式 105万円
　台湾中部彰化県彰化市と友好交流協定調印式を執り行うための出張旅費及び通訳等アテンドと
しての委託料です。

《主な事業》

その他

令和６年第１回森町議会６月会議　賛否一覧令和６年第１回森町議会６月会議　賛否一覧

議会を傍聴してみませんか？ ユーチューブでも見られます。

（反対のあった議案を掲載）
〇賛成　　×反対　　欠：欠席

議件名

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の
改正を求める意見書 可決 ○ ○ × × 〇 〇 ○ 欠 ○ 〇 ○〇 〇
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　車載式草刈機（ブームモア型）　１台
契約者：㈱ネクスコ・メンテナンス関東　　契約金額：16,060,000円

◆財産の取得について
　破砕物運搬用4tダンプ　１台
契約者：北海道いす 自ゞ動車㈱函館支店　　契約金額：9,790,000円

原案

可決

原案

可決

◆工事請負契約の締結について
　掛澗揚水機場設備整備工事
契約者：㈱鶴見製作所北海道支店　　契約金額：53,900,000円

原案

可決

◆監査委員の選任について　山下　英一氏 同意

◆北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更について
北海道後期高齢者医療広域連合規約の条文及び別表を改めることについて、議会の議決を
求めようとするものです。

原案

可決

　7月3日、札幌コンベンションセンターにおいて北海道町村議会議長会が主催する標記研修会が開催され、議
員11名が出席しました。全道の町村議会議員が一堂に会し、テレビの気象キャスターとして出演されている森朗
氏による「札幌より東京が暑くなる!?～加速する気候変動～」、農林水産大臣や衆議院予算委員長、衆議院議長
などを歴任された大島理森氏による「人口減少と市町村の重要性・民主主
義について自省を含めての所管」というテーマで講演いただきました。
　森氏の講演では、最近の気象データを用いて気候変動の推移が急激に
変動している現状とその対策について、大島氏の講演では国会議員として
の活動期間中の大半を占めていた平成時代の政策についての貴重な経験
談と次の令和に向けての展望についてお話いただきました。この講演で学
んだことを議員活動に活かしていきたいと思います。

北海道町村議会議長会主催議員研修会（札幌市）北海道町村議会議長会主催議員研修会（札幌市）
もりあきら

おおしま ただ もり
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北海道町村議会議長会主催議員研修会（札幌市）北海道町村議会議長会主催議員研修会（札幌市）
もりあきら

おおしま ただ もり
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町政の ココが
聞きたい!!
ココが
聞きたい!!一般質問６議員１１件

〇一般質問とは・・・
　議員個人が町に事務の執行状況や将来に対する考え方など報告説明を求め、
適切な町政運営を進めているかのチェックや新規政策等を求めるものです。
　（３・６・９・12月の年４回行っています。）

河野　　淳 議員Q ①再生可能エネルギー導入推進と
　地球温暖化対策について 7P

河野　文彦 議員Q ①地球温暖化防止への取り組みについて

②鳥崎八景の魅力増大について
8・9P

斉藤　優香 議員Q ①複合施設整備に向けて

②快適で誇れる駐車場整備
9・10P

松田　兼宗 議員Q ①地域防災力における消防団の役割について

②森町特別職職員報酬等審議会について
10・11P

Q ①人口減少の取り組みについて 東　　隆一 議員 11P

野口　周治 議員

4番

2番

7番

13番

12番

6番
Q
①複合施設整備構想の進め方について

②パートナーシップ制度などの導入について

③高齢者入浴料金助成金額の見直しについて

7・8P

　森町では令和5年3月に2050年までに二酸化炭素の
実質排出量ゼロに取り組むことを表明するゼロカーボ
ンシティ宣言を行いましたが、現時点では取り組みが
あまり進んでいないように見受けられます。
　ゼロカーボンシティを推進するための森町地球温暖
化対策実行計画は令和5年3月に事務事業編部分が改
定されましたが、個別計画である区域施策編が策定さ
れていないため、具体的な二酸化炭素排出量削減の事
業計画の工程が示されていないままとなっています。
　このままでは今後、町で再生可能エネルギー導入や
省エネルギーの事業を実施する場合に国の支援が受
けられない可能性があると思うのですが、区域施策編
の策定はいつ頃を予定しているのでしょうか。また、現
状では町のエネルギー担当課と環境担当課が分かれ
ていますが、更新サイクルの早い国の環境施策に対応
するためには一本化も必要ではないかと考えますが、
町長の所見を伺います。

　2050年までの脱炭素社会の実現に向け、地球温暖
化対策実行計画の策定は必要不可欠であると認識し
ていることから、区域施策編の策定について来年度を
目途に準備を進めてまいります。さらに各部署が環境
施策に関する情報を迅速かつ的確に取り入れるととも
に公共施設の更新時には再生可能エネルギーの積極
的な導入に努めてまいります。
　現在脱炭素の窓口は企画振興課が総枠の部分で担
当していますが、人員も限られているなか膨大な事務量
も抱えており、ゼロカーボンシティに専門的に取り組む
部署も必要であると考えていることから、早急に組織の
再編も念頭に入れて進めていきたいと考えています。

　新しい複合施設の整備について、4月に基本構想が
示された。これから1年刻みで基本計画、基本設計、実
施設計と進め、その後2、3年で建設するとしている。ま
ず、今の段階で町民と十分に話し合うべきではない
か。複合化の範囲や立地、用地取得のことなど、さらに
丁寧な検討が必要ではないか。
　巨額の資金が必要だろう。当町には、他にも更新が
必要な公共施設がたくさんある。財政への影響見通し
は？

　難しい問題も含めて、町民、議会と十分に話し合い
たい。それが町づくりだと考える。
　基本構想は、現時点での大まかな考えを示したも
の。行政主導で情報を小出しにし、またスケジュールあ
りきで進めるようなことは決してしない。（6月25日の全
員協議会で基本計画に2年間をあてるなど見直したと
説明あり。）後年後悔しないよう、検討は丁寧に進め
る。
　大胆な推定だが、必要資金は60～120億円、ピーク
時には年間2.2～4.5億円の負担になると見ている。他
の施設の更新も必要になり、起債額は増えていく方向
である。

問 再生可能エネルギーの導入推進と
地球温暖化対策について

【河野　　淳　議員】

問 複合施設の計画は町民と
ともに

【野口　周治　議員】

【岡嶋　町長】

答 来年度を目途に区域施策編策定の
準備を進めていきたい

【岡嶋　町長】

答 町民とのやりとりが町づくり

（119号・R6.8）もりまち



7

町政の ココが
聞きたい!!
ココが
聞きたい!!一般質問６議員１１件

〇一般質問とは・・・
　議員個人が町に事務の執行状況や将来に対する考え方など報告説明を求め、
適切な町政運営を進めているかのチェックや新規政策等を求めるものです。
　（３・６・９・12月の年４回行っています。）

河野　　淳 議員Q ①再生可能エネルギー導入推進と
　地球温暖化対策について 7P

河野　文彦 議員Q ①地球温暖化防止への取り組みについて

②鳥崎八景の魅力増大について
8・9P

斉藤　優香 議員Q ①複合施設整備に向けて

②快適で誇れる駐車場整備
9・10P

松田　兼宗 議員Q ①地域防災力における消防団の役割について

②森町特別職職員報酬等審議会について
10・11P

Q ①人口減少の取り組みについて 東　　隆一 議員 11P

野口　周治 議員

4番

2番

7番

13番

12番

6番
Q
①複合施設整備構想の進め方について

②パートナーシップ制度などの導入について

③高齢者入浴料金助成金額の見直しについて

7・8P

　森町では令和5年3月に2050年までに二酸化炭素の
実質排出量ゼロに取り組むことを表明するゼロカーボ
ンシティ宣言を行いましたが、現時点では取り組みが
あまり進んでいないように見受けられます。
　ゼロカーボンシティを推進するための森町地球温暖
化対策実行計画は令和5年3月に事務事業編部分が改
定されましたが、個別計画である区域施策編が策定さ
れていないため、具体的な二酸化炭素排出量削減の事
業計画の工程が示されていないままとなっています。
　このままでは今後、町で再生可能エネルギー導入や
省エネルギーの事業を実施する場合に国の支援が受
けられない可能性があると思うのですが、区域施策編
の策定はいつ頃を予定しているのでしょうか。また、現
状では町のエネルギー担当課と環境担当課が分かれ
ていますが、更新サイクルの早い国の環境施策に対応
するためには一本化も必要ではないかと考えますが、
町長の所見を伺います。

　2050年までの脱炭素社会の実現に向け、地球温暖
化対策実行計画の策定は必要不可欠であると認識し
ていることから、区域施策編の策定について来年度を
目途に準備を進めてまいります。さらに各部署が環境
施策に関する情報を迅速かつ的確に取り入れるととも
に公共施設の更新時には再生可能エネルギーの積極
的な導入に努めてまいります。
　現在脱炭素の窓口は企画振興課が総枠の部分で担
当していますが、人員も限られているなか膨大な事務量
も抱えており、ゼロカーボンシティに専門的に取り組む
部署も必要であると考えていることから、早急に組織の
再編も念頭に入れて進めていきたいと考えています。

　新しい複合施設の整備について、4月に基本構想が
示された。これから1年刻みで基本計画、基本設計、実
施設計と進め、その後2、3年で建設するとしている。ま
ず、今の段階で町民と十分に話し合うべきではない
か。複合化の範囲や立地、用地取得のことなど、さらに
丁寧な検討が必要ではないか。
　巨額の資金が必要だろう。当町には、他にも更新が
必要な公共施設がたくさんある。財政への影響見通し
は？

　難しい問題も含めて、町民、議会と十分に話し合い
たい。それが町づくりだと考える。
　基本構想は、現時点での大まかな考えを示したも
の。行政主導で情報を小出しにし、またスケジュールあ
りきで進めるようなことは決してしない。（6月25日の全
員協議会で基本計画に2年間をあてるなど見直したと
説明あり。）後年後悔しないよう、検討は丁寧に進め
る。
　大胆な推定だが、必要資金は60～120億円、ピーク
時には年間2.2～4.5億円の負担になると見ている。他
の施設の更新も必要になり、起債額は増えていく方向
である。

問 再生可能エネルギーの導入推進と
地球温暖化対策について

【河野　　淳　議員】

問 複合施設の計画は町民と
ともに

【野口　周治　議員】

【岡嶋　町長】

答 来年度を目途に区域施策編策定の
準備を進めていきたい

【岡嶋　町長】

答 町民とのやりとりが町づくり

（119号・R6.8）もりまち



8

　地方自治体で、パートナーシップ制度やファミリー
シップ制度などの導入が進んでいる。同性婚が法定さ
れる前に対応可能な制度だ。
　同性婚そのものの議論も進んでいる。世論調査で、
選択肢として認めるべきとの意見が7割、司法も異性
婚と同様の効果を認めるべきと判示した。
　今、自治体としてできることをやって、あらゆる人の
人権を大切にする姿勢を示してはどうか。

　特定の困りごとを持っている人たちを突き放すような
ことはしないつもりだ。
　しかし、本件の制度としての導入には様々な課題が
想定される。国の取組みや先進自治体を参考にしなが
ら慎重に検討していく。

問 パートナーシップ制度の導入を

【野口　周治　議員】 【岡嶋　町長】

答 慎重に検討したい

　助成券を使える施設の入浴料が値上がりし、550円
のところもある。しかし、助成金額は350円のままであ
る。助成金額を見直してはどうか。

　高齢者福祉事業について、今年度は温もり事業など
見直した。本件助成額も長年据え置いており、入浴料
金との差は最大２００円となっている。見直しを検討し
ていく。

問 高齢者入浴料助成金を増額して

【野口　周治　議員】 【岡嶋　町長】

答 増額を検討する

　地球温暖化により世界規模で異常気象が多発し人
類へ襲い掛かっています。今後もあらゆる地域で影響
が懸念されますが私たちが今、力を集結すれば気候変
動による破局を回避することが可能であると国連事務
総長が発言しています。対策としては個人で行えること
から地方自治体単位で取り組める行動も数多く存在
し、森町では地域新エネルギービジョンや森町地球温
暖化対策実行計画の策定、北海道内自治体で初とな
る気候非常事態宣言決議、ゼロカーボンシティ宣言等
様々な取り組みが行われています。森町は道内で初と
なる地熱発電所が設置され、水力発電で使用される
町内河川の水利利用、太陽光発電所の設置など再生
可能エネルギーの豊富な地域と言っても過言ではな
く、町民の意識も高いと考えられ、より一層の再生エネ
ルギー活用、ゼロカーボンを目指す行動など、様 な々計
画や宣言に基づいて今まで以上に地球温暖化防止へ
とつながる行動が必要ですので質問します。

　近年気候変動を背景とする異常気象が世界各地で
発生し、全国においても平均気温の上昇、大雨、台風
等による被害、農作物や生態系への影響等が観測さ
れており、今後豪雨や猛暑のリスクがさらに高まること
が予測されております。そして、地球温暖化に起因する
気候変動は当町においても極めて深刻な脅威であると
の認識の下、温室効果ガスの削減に尽力し、カーボン
ニュートラルの実現に向け進めてまいります。今後も再
生可能エネルギーの生産拡大が重要と認識しておりま
す。その中で町内事業者等による再生可能エネルギー
の生産が推進されており、通告書にございました濁川
地区における地熱発電はバイナリー発電も昨年設置さ
れ、営業運転が始まっております。また、町外事業者等
においても当町にて再生可能エネルギーの施設の計画
やお問合せがあることから、今後さらなる生産拡大の
見込みが期待できると考えており、千載一遇のチャン
スを地域産業振興へ繋げたい。

問 地球温暖化防止への取り組み
について

【河野　文彦　議員】 【岡嶋　町長】

答 森町の福祉に繋がる投資を
引き込む

　ニセコ地区ではインバウンドから様々な投資へ繋が
り、地域経済振興としては成功事例です。同時に国内
旅行の掘り起こしも重要であり、地域の個性あふれる
観光資源を磨き上げ、活気にあふれた地域社会を築く
ことが不可欠です。コロナ禍で低迷した観光産業です
が、感染拡大が落ち着きを見せる中で国内外からの観
光客はかつての勢いを取り戻しつつあるのかと感じて
おり、国道５号線の観光バス通行量や道の駅で休憩し
ている方々の姿から、森町でもより一層の観光産業振
興から地域活性化へと繋げる施策が必要です。森町
ではワンストップ観光提案となると函館や洞爺など全
国に名を馳せる観光地域と肩を並べる事となってしま
いますが、スポット的な観光資源としては濁川温泉
郷、駒ケ岳、環状列石など多数存在する中で鳥崎八景
はダイナミックな景観を楽しめる有望な資源であり、Ｐ
Ｒと整備を進める事で観光客の皆様に森町で足を停
めて頂けると考えますので質問します。

　観光資源の磨き上げは当町の観光産業発展と地域
活性化に非常に重要です。当町には秀峰駒ケ岳などの
自然資源をはじめ、青葉ヶ丘公園や鷲ノ木遺跡、濁川
温泉郷、イカ飯を始めとした食など多くの観光資源が
あると認識しています。個々の資源は現状でも非常に
魅力的ですが、年間を通して多くの観光客を呼び込め
るよう景観の維持や環境整備をはじめ積極的な情報
発信など、さらなる観光客誘致に磨きをかけ、森町の
魅力ある観光資源を最大限に生かし、地域の活性化
に繋げます。鳥崎八景は紅葉シーズンには多くの観光
客に足をお運びいただいております。今年度は上大滝
へ下る遊歩道の再整備に着手しますが、観光の主軸と
考えて頂く上で他にも整備が必要な箇所が多 あ々るの
が現状ですが、鳥崎八景を有効的に活用することは、
今後当町の観光産業発展に寄与するものでありますの
で、まずは現状の課題解決に努め、他の観光資源と併
せて総合的に整備を検討してまいります。

　3月に複合施設整備基本構想が策定されました。4月
にホームページや新聞報道で町民も知ることになりま
した。令和11年、建設完成に進むに当たり基本構想に
ついてお聞きします。
　１つ、公民館関連施設規模はどんな算定方法に基
づいているのか。
　２、遺跡発掘調査事務所が複合施設に加わりまし
た。遺跡の資料や展示物も提示していくというのなら
ば、縄文郷土資料館として整備をして町内外の多くの
人に見てもらえるようにしてはどうか。
　３、建設までの事業スケジュールの内容と令和６年
度のタイムテーブルはどのようになっているのか、検討
委員会などの設置予定はあるのか。
　４、施設の構造や導入する機能などにより違いは出
ると思いますが、事業費の算定をして財源確保の見通
しと基金の創設を行ってはいかがか。
　５、庁舎内で若手職員のプロジェクトチームをつく
り、他町村との比較検討、見学などの取組を行っては
いかがか。町長の所見をお伺いします。

 １、町民ワークショップ等にていただいた意見を参考
にしながら施設機能の充実化を図った場合の概算で
の想定面積
　２、郷土資料室と一体的な検討が必要であると考え
ている。
　３、事業スケジュールは令和6年度に基本計画、令和
7年度に基本設計、令和8年度に実施設計を想定し、令
和9年度から2年から3年をめどに建設工事を実施し、
令和11年度の完成を目指している。検討委員会は５月
31日に設置した。
　４、既存の文化センター建設基金の活用や複合施設
整備に係る新たな基金の創設も含め今後検討してい
く。
　５、検討委員会に参加する職員だけでなく、全ての
職員が当事者意識を持って全庁的な取組となるよう進
めていきたい。

問 鳥崎八景の魅力増大について

【河野　文彦　議員】

問 複合施設整備に向けて

【斉藤　優香　議員】

【岡嶋　町長】

答 景観の維持に努める

【岡嶋　町長】

答 柔軟にいろいろな事を進めていきたい

（119号・R6.8）もりまち
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　地方自治体で、パートナーシップ制度やファミリー
シップ制度などの導入が進んでいる。同性婚が法定さ
れる前に対応可能な制度だ。
　同性婚そのものの議論も進んでいる。世論調査で、
選択肢として認めるべきとの意見が7割、司法も異性
婚と同様の効果を認めるべきと判示した。
　今、自治体としてできることをやって、あらゆる人の
人権を大切にする姿勢を示してはどうか。

　特定の困りごとを持っている人たちを突き放すような
ことはしないつもりだ。
　しかし、本件の制度としての導入には様々な課題が
想定される。国の取組みや先進自治体を参考にしなが
ら慎重に検討していく。

問 パートナーシップ制度の導入を

【野口　周治　議員】 【岡嶋　町長】

答 慎重に検討したい

　助成券を使える施設の入浴料が値上がりし、550円
のところもある。しかし、助成金額は350円のままであ
る。助成金額を見直してはどうか。

　高齢者福祉事業について、今年度は温もり事業など
見直した。本件助成額も長年据え置いており、入浴料
金との差は最大２００円となっている。見直しを検討し
ていく。

問 高齢者入浴料助成金を増額して

【野口　周治　議員】 【岡嶋　町長】

答 増額を検討する

　地球温暖化により世界規模で異常気象が多発し人
類へ襲い掛かっています。今後もあらゆる地域で影響
が懸念されますが私たちが今、力を集結すれば気候変
動による破局を回避することが可能であると国連事務
総長が発言しています。対策としては個人で行えること
から地方自治体単位で取り組める行動も数多く存在
し、森町では地域新エネルギービジョンや森町地球温
暖化対策実行計画の策定、北海道内自治体で初とな
る気候非常事態宣言決議、ゼロカーボンシティ宣言等
様々な取り組みが行われています。森町は道内で初と
なる地熱発電所が設置され、水力発電で使用される
町内河川の水利利用、太陽光発電所の設置など再生
可能エネルギーの豊富な地域と言っても過言ではな
く、町民の意識も高いと考えられ、より一層の再生エネ
ルギー活用、ゼロカーボンを目指す行動など、様 な々計
画や宣言に基づいて今まで以上に地球温暖化防止へ
とつながる行動が必要ですので質問します。

　近年気候変動を背景とする異常気象が世界各地で
発生し、全国においても平均気温の上昇、大雨、台風
等による被害、農作物や生態系への影響等が観測さ
れており、今後豪雨や猛暑のリスクがさらに高まること
が予測されております。そして、地球温暖化に起因する
気候変動は当町においても極めて深刻な脅威であると
の認識の下、温室効果ガスの削減に尽力し、カーボン
ニュートラルの実現に向け進めてまいります。今後も再
生可能エネルギーの生産拡大が重要と認識しておりま
す。その中で町内事業者等による再生可能エネルギー
の生産が推進されており、通告書にございました濁川
地区における地熱発電はバイナリー発電も昨年設置さ
れ、営業運転が始まっております。また、町外事業者等
においても当町にて再生可能エネルギーの施設の計画
やお問合せがあることから、今後さらなる生産拡大の
見込みが期待できると考えており、千載一遇のチャン
スを地域産業振興へ繋げたい。

問 地球温暖化防止への取り組み
について

【河野　文彦　議員】 【岡嶋　町長】

答 森町の福祉に繋がる投資を
引き込む

　ニセコ地区ではインバウンドから様々な投資へ繋が
り、地域経済振興としては成功事例です。同時に国内
旅行の掘り起こしも重要であり、地域の個性あふれる
観光資源を磨き上げ、活気にあふれた地域社会を築く
ことが不可欠です。コロナ禍で低迷した観光産業です
が、感染拡大が落ち着きを見せる中で国内外からの観
光客はかつての勢いを取り戻しつつあるのかと感じて
おり、国道５号線の観光バス通行量や道の駅で休憩し
ている方々の姿から、森町でもより一層の観光産業振
興から地域活性化へと繋げる施策が必要です。森町
ではワンストップ観光提案となると函館や洞爺など全
国に名を馳せる観光地域と肩を並べる事となってしま
いますが、スポット的な観光資源としては濁川温泉
郷、駒ケ岳、環状列石など多数存在する中で鳥崎八景
はダイナミックな景観を楽しめる有望な資源であり、Ｐ
Ｒと整備を進める事で観光客の皆様に森町で足を停
めて頂けると考えますので質問します。

　観光資源の磨き上げは当町の観光産業発展と地域
活性化に非常に重要です。当町には秀峰駒ケ岳などの
自然資源をはじめ、青葉ヶ丘公園や鷲ノ木遺跡、濁川
温泉郷、イカ飯を始めとした食など多くの観光資源が
あると認識しています。個々の資源は現状でも非常に
魅力的ですが、年間を通して多くの観光客を呼び込め
るよう景観の維持や環境整備をはじめ積極的な情報
発信など、さらなる観光客誘致に磨きをかけ、森町の
魅力ある観光資源を最大限に生かし、地域の活性化
に繋げます。鳥崎八景は紅葉シーズンには多くの観光
客に足をお運びいただいております。今年度は上大滝
へ下る遊歩道の再整備に着手しますが、観光の主軸と
考えて頂く上で他にも整備が必要な箇所が多 あ々るの
が現状ですが、鳥崎八景を有効的に活用することは、
今後当町の観光産業発展に寄与するものでありますの
で、まずは現状の課題解決に努め、他の観光資源と併
せて総合的に整備を検討してまいります。

　3月に複合施設整備基本構想が策定されました。4月
にホームページや新聞報道で町民も知ることになりま
した。令和11年、建設完成に進むに当たり基本構想に
ついてお聞きします。
　１つ、公民館関連施設規模はどんな算定方法に基
づいているのか。
　２、遺跡発掘調査事務所が複合施設に加わりまし
た。遺跡の資料や展示物も提示していくというのなら
ば、縄文郷土資料館として整備をして町内外の多くの
人に見てもらえるようにしてはどうか。
　３、建設までの事業スケジュールの内容と令和６年
度のタイムテーブルはどのようになっているのか、検討
委員会などの設置予定はあるのか。
　４、施設の構造や導入する機能などにより違いは出
ると思いますが、事業費の算定をして財源確保の見通
しと基金の創設を行ってはいかがか。
　５、庁舎内で若手職員のプロジェクトチームをつく
り、他町村との比較検討、見学などの取組を行っては
いかがか。町長の所見をお伺いします。

 １、町民ワークショップ等にていただいた意見を参考
にしながら施設機能の充実化を図った場合の概算で
の想定面積
　２、郷土資料室と一体的な検討が必要であると考え
ている。
　３、事業スケジュールは令和6年度に基本計画、令和
7年度に基本設計、令和8年度に実施設計を想定し、令
和9年度から2年から3年をめどに建設工事を実施し、
令和11年度の完成を目指している。検討委員会は５月
31日に設置した。
　４、既存の文化センター建設基金の活用や複合施設
整備に係る新たな基金の創設も含め今後検討してい
く。
　５、検討委員会に参加する職員だけでなく、全ての
職員が当事者意識を持って全庁的な取組となるよう進
めていきたい。

問 鳥崎八景の魅力増大について

【河野　文彦　議員】

問 複合施設整備に向けて

【斉藤　優香　議員】

【岡嶋　町長】

答 景観の維持に努める

【岡嶋　町長】

答 柔軟にいろいろな事を進めていきたい
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　町内外の人たちが利用する駐車場を整備してはいか
がでしょうか。現在町民プール横、サン・ビレッジサッ
カー場横、墓地の横は未舗装駐車場です。イベント、送
迎、スポーツ大会、お参りなど毎日多くの利用がありま
す。先日八雲でホタテ貝殻の道路舗装材が特許を取ら
れたと新聞掲載されました。また、森町もホタテ貝殻を
セメントに利用する事業も行っております。そして、稚
内では白い道として道路に利用し、観光名所になって
おります。チョークの材料にもなることなどを考えます
と、そういうものを利用してデザイン性のある森町なら
ではの駐車場整備ができるのではないかと考えます。
町長の所見をお伺いします。

　これまで利用に支障を来す場合においては現状確認
の上、補修、整備等を行いながら維持管理に努めてきた。
サン・ビレッジ森サッカー場横は、森町みどりのレクリ
エーション広場土グラウンド施設というもので多目的に
利用する場所として設置しており舗装整備すると利用
に支障が出る。
　複合施設整備に向けた検討を行っているので町民
プール横及び墓地横の敷地等を個別に検討するので
はなく、総合的に検討していきたい。
　町の主たる産業であるホタテの貝殻をコンクリート骨
材に活用するマッシェルコンクリートについて、ＳＤＧｓ
に貢献できることから利用促進に向けて町の発注工
事などでも利活用できるよう検討を進めていきたい。

　令和5年度町政執行方針のなかでの「消防団の充実
強化策としては、消防団施設や装備・資機材の充実強
化に取り組むとともに、各種訓練を通して知識・技術の
向上を図り、消防団員数の確保に全力を挙げ、消防団
を中核とした地域防災力の充実・強化を推進してまい
ります。」としています。
また、令和5年３月に改訂された「森町地域防災計画」
において、消防団・消防団員に課されている役割等が
記述されています。
　しかし、「絵に描いた餅」というのが実情ではない
のだろうかと考えざるを得ません。
 何故なら、14ある消防団のうち11カ所の所在地が、1
時間以内に到達するとされる津波の浸水域内若しくは
極近い場所にあるにもかかわらず、対応策が取られて
いないのではとみられること。そして、町民から消防団
が通常火災の消火活動が主な任務であるという認識
を持たれているために、地域防災において地域住民と
消防団と連携を行うという実態がないことからであり
ます。
　そこで、消防団の活動拠点と消防車等を守り、地域
防災力における消防団の役割における地域住民との
具体的な連携強化策を打ち出すべきと考えますが、如
何でしょうか。

　防災対策は、時代とともに変化する町の現状に合わ
せ対応策を検討しながら進めていかなければならな
い。今年度新たな取組として倒壊家屋救助訓練を予定
しており、消防本部、消防団、町内会、解体業者などに
参加して、有事の際に担うべき役割を確認し、連携体
制を構築していく。発災時につながる実感を平時から
持ってもらうための意識醸成につながる訓練をどこま
でできるかというのが本当に課題であると考えます。

問 快適で誇れる駐車場整備

【斉藤　優香　議員】

問 地域防災力における消防団の
役割について

【松田　兼宗　議員】

【岡嶋　町長】

答 検討して進めていきたい

【岡嶋　町長】

答 連携体制を構築していく

　3回に及ぶ会議の結果、森町特別職職員報酬等審議
会の答申がありました。そして、森町情報公開条例に
基づき、会議録等の公文書の開示を請求したところ、3
月28日に一部を除き開示されました。以下、質問しま
す。
　１、この審議会は町長の付属機関なのか。２、審議
会に提出された資料の選択の基準は何か。３、審議会
の会議録をホームページ等で公開すべきだと考える
が、公表しない理由は何か。４、今後、森町のすべての
「審議会」等の会議録は公開されるべきと考えるが如
何か。５、開示しない部分が「率直な意見の交換、意
思決定の中立性が不当に損なわれるおそれのある情
報」とされるが、最終的な決定機関でもない単に「意
見を聴く」ことが目的とされる審議会の運営に支障を
きたすと考える理由は何か。

　「再質問」答申を出したら解散し、存在しない審議
会にどういう影響があるのか。最も議論をしている議
会に資料を求めていないことは、恣意的だという疑念
を持つが。どのような資料に基づいて議論をしたのか
が問題で、それが中立性を保つという事なのでは。ま
た、開示された文書のページ欠落は公文書管理上、問
題で開示をやり直すべきである。

　町長の附属機関です。審議会に提出された資料につ
いては、特別職職員の報酬等の額を検討するに当たっ
て参考となる資料となっております。一部不開示とした
発言者の部分を公にすることにより発言者が特定さ
れ、外部からの圧力や干渉等の影響を受けることなど
により率直な意見の交換、もしくは意思決定の中立性
が不当に損なわれるおそれも考えられるため、会議録
の公開については慎重に検討します。

　「再質問」恣意的なという意図は当然ありません。
開示の再請求の件に関しましてもそこは再度お問い合
わせしていただければと思います。

　民間の有識者グループ「人口戦略会議」は道内117
市町村が消滅可能性自治体となる旨の報告を発表
し、森町も含まれておりました。同様の報告書は10年
前にも出されていますが、今回はより踏み込んだ報告
になっており、子供を産む中心世代となる20歳から39
歳の女性が半減する市町村を消滅可能性自治体の定
義としております。
　地方自治体の取り組める範囲は限られていると思い
ますが、町の今までとこれからの取り組み、また人口増
に特化した部局を設置するなど大胆かつ迅速に進め
てはどうか、町長の所見を伺います。

　当町においても人口減少問題に特化した計画として
森町「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、４つ
の基本目標の中の一つとして結婚、出産、子育ての希
望をかなえるための支援を充実すると掲げ、施策を進
めてまいりました。また、１次産業の担い手に対する出
会いの場を創出する事業への助成として様 な々支援に
取り組んでおり、今後も継続し施策を検証していく中で
効果的な取り組みの掘り起こしに努めてまいります。
　また、関係人口しかり、若者の呼び込みしかり、そし
て熱のあるまちづくりの人材をつくる人づくりしかり、そ
こはしっかりとこつこつと迅速かつ大胆に行い、この
森町をしっかりとアピールさせていただきたいと思い
ます。

問 森町特別職職員報酬等審議会
について

【松田　兼宗　議員】

問 人口減少の取り組みについて

【東　　隆一　議員】

【岡嶋　町長】

答 会議録の公開は慎重に検討

【岡嶋　町長】

答 関係人口を増やしたい
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【ワクチン冷凍庫がなぜ不要になったか判断
の根拠が示されていない】
　国が、不要なら処分（廃棄、譲渡）してよいと
言っているとの説明だが、町が「なぜ不要と考え
ているか」を説明していない。なのに、処分した
いと言っている。耐用年数さえ説明していない。
　今回のコロナは、発生も終息も予想できな
かった。今も罹り重い症状になる方もいる。今
後、感染症対策でワクチン冷凍庫が必要になる
可能性を否定できないのならば、今、処分するべ
きではない。本案は反対するべき起案である。

【必要なったら国が対応する今回は有効活用す
るべき】
　この冷凍庫は、国が自治体に無償譲渡した
ものだ。国は、もっと高温で保管することがで
きるワクチンを開発しているとの話も耳にして
いる。そのことを含めて、今後必要になったら、
国の政策で対応すると思っている。
　廃棄ではなく有効活用したいという提案であ
る。SDGｓにも適っている。

反対討論（野口周治議員） 賛成討論（高橋邦雄議員）

財　　産
◆財産の無償譲渡について
　ディープフリーザー（超低温冷凍庫）　１台 （賛成１０反対２）
譲渡の相手方：眞鍋商店

◆財産の無償譲渡について
　ディープフリーザー（超低温冷凍庫）　１台 （賛成１０反対２）
譲渡の相手方：（株）海岐

令和6年
第1回森町議会６月第２回会議 6月第2回会議が、6月26日

に行われました。決まった主
なものは次のとおりです。

補　　正
◆令和６年度各会計補正予算

一般会計補正予算（第３号） 8,207万8千円 122億4,629万6千円 原案可決
会計別 補正額 総額 議決の内容

●定額減税調整給付金事業費 7,707万８千円
　国より提供されたシステムで計算したところ所得税に係る定額減税調整給付金の予算額が大きく
不足していることが判明したため補正しようとするものです。

《主な事業》

【冷凍庫保持によるリスクはない使う可能性が
あるのなら保持するべき】
　質疑で、今後この冷凍庫が不要になるという
確証はないことが、明らかになった。

【必要になったら、また国が整備する。8年後の
処分費を考え、負担を軽くするべき】
　今回の、自治体でのコロナ関連事業は、特措
法にもとづく国の施策の一部である。対応の遅

反対討論（野口周治議員） 賛成討論（高橋邦雄議員）

締　　結

令和６年第１回森町議会６月第２回会議　賛否一覧令和６年第１回森町議会６月第２回会議　賛否一覧
（反対のあった議案を掲載）

〇賛成　　×反対　　欠：欠席

議件名

議案第２号財産の無償譲渡について
ディープフリーザー（超低温冷凍庫）１台
議案第３号財産の無償譲渡について
ディープフリーザー（超低温冷凍庫）１台

可決 ○ ○ ○ ○ 〇 × ○ ○ 〇 ×〇

採
決
結
果
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　鷲ノ木小学校校舎等改修工事（機械設備）
契約者：㈲野田工業　　契約金額：61,600,000円

原案

可決

◆工事請負契約の締結について
　鷲ノ木小学校校舎等改修工事（建築主体）
契約者：工藤建設・丸正佐藤 特定建設工事共同企業体　　契約金額：283,800,000円

原案

可決

　鷲ノ木小学校校舎等改修工事（電気設備）
契約者：㈱谷電気工業所　　契約金額：62,480,000円

原案

可決

　砂原中学校体育館改修工事（機械設備）
契約者：㈲マルヤ設備工業　　契約金額：59,400,000円

原案

可決

可決 ○ ○ ○ ○ 〇 × ○

○

○

欠

欠○ 〇 ×〇

政府がワクチン開発体制を縮小し、海外に依
存する態勢にしていた。その結果、極低温での
保管が必要なワクチンを輸入し対応した。日本
の態勢はまだまだ心配だ。使える可能性がある
冷凍庫は保持するべきである。慎重な判断を求
めたい。

れは自治体に瑕疵があった訳ではない。
 今後冷凍庫が必要になったら、また国が整備
するとの担保ももらっているということもある。
この機械は使用フロンガスの量も多く、処分費
用の負担も大きくなるだろう。損得勘定ではな
いが、国が処分可と言っている今の時点で処分
するのが良い。提案に賛成するべきだ。
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締　　結

令和６年第１回森町議会６月第２回会議　賛否一覧令和６年第１回森町議会６月第２回会議　賛否一覧
（反対のあった議案を掲載）

〇賛成　　×反対　　欠：欠席

議件名

議案第２号財産の無償譲渡について
ディープフリーザー（超低温冷凍庫）１台
議案第３号財産の無償譲渡について
ディープフリーザー（超低温冷凍庫）１台

可決 ○ ○ ○ ○ 〇 × ○ ○ 〇 ×〇

採
決
結
果

伊 

藤
　
　 昇

河 

野
　文 

彦

髙 

橋
　邦 

雄

河 

野
　
　 淳

山 

田
　
　 誠

野 

口
　周 

治

斉 

藤
　優 

香

千 

葉
　圭 

一

佐
々
木 

　 修

加 

藤
　
　 進

山 

本
　裕 

子

東 

　
　隆 

一

松 

田
　兼 

宗

木 

村
　俊 

広

　鷲ノ木小学校校舎等改修工事（機械設備）
契約者：㈲野田工業　　契約金額：61,600,000円

原案

可決

◆工事請負契約の締結について
　鷲ノ木小学校校舎等改修工事（建築主体）
契約者：工藤建設・丸正佐藤 特定建設工事共同企業体　　契約金額：283,800,000円

原案

可決

　鷲ノ木小学校校舎等改修工事（電気設備）
契約者：㈱谷電気工業所　　契約金額：62,480,000円

原案

可決

　砂原中学校体育館改修工事（機械設備）
契約者：㈲マルヤ設備工業　　契約金額：59,400,000円

原案

可決

可決 ○ ○ ○ ○ 〇 × ○

○

○

欠

欠○ 〇 ×〇

政府がワクチン開発体制を縮小し、海外に依
存する態勢にしていた。その結果、極低温での
保管が必要なワクチンを輸入し対応した。日本
の態勢はまだまだ心配だ。使える可能性がある
冷凍庫は保持するべきである。慎重な判断を求
めたい。

れは自治体に瑕疵があった訳ではない。
 今後冷凍庫が必要になったら、また国が整備
するとの担保ももらっているということもある。
この機械は使用フロンガスの量も多く、処分費
用の負担も大きくなるだろう。損得勘定ではな
いが、国が処分可と言っている今の時点で処分
するのが良い。提案に賛成するべきだ。

（119号・R6.8）もりまち
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議 会 日 誌 令和6年４月2２日から令和6年７月１９日までの
議会の主な活動について、お知らせします。
会議の名称は簡略化しています。

６月２６日
　６月第２回会議
　全員協議会
　「保育所整備工事について」
　「複合施設整備について」

６月２７日
　第５回議会改革特別委員会
　広報広聴常任委員会
　「議会カフェの活動方針について」
　「町民からの意見の取り扱いについて」

７月２日～3日
　北海道町村議会議長会主催議員研修会
　（札幌市）

７月５日
　民生文教常任委員会所管事務調査
　「不法投棄への対策について」（環境課）
　「文化活動について」（社会教育課）

７月７日
　まちかど議会カフェ（食KING市内）

７月１２日
　議会運営委員会
　「７月会議の運営」

７月１６日
　７月会議

７月１９日
　広報広聴小委員会

令和６年
４月２４日
　道南地区森林・林業・林産業活性化推進
　議員連盟連絡会総会・研修会（木古内町）

４月２６日
　議会運営委員会
　「４月第２回会議の運営」

４月３０日
　全員協議会
　４月第２回会議

５月１１日
　静岡県森町歓迎交流会

５月１４日
　～１７日
　行政視察（別海町・芽室町・栗山町）

５月２６日
　花いっぱい運動植栽

５月３０日
　議会運営委員会
　「６月会議の運営」

６月４日
　６月会議

６月２０日
　議会運営委員会
　「６月第２回会議の運営」

（119号・R6.8）もりまち


